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資料編

操作的な活動を取り入れた問題解決的な学習で、分かりやすく楽しく学び、数学の苦手意識を軽減し、数学的な

見方や考え方への気付きを促す習熟度別少人数学習「基礎コース」の授業づくりの提案〈課題３、課題４の解決例〉

長期研修員 宮澤 秀治

Ⅰ 単元の指導と評価の計画（全８時間予定 習熟度別少人数学習「基礎コース」）

（ ）時 ○ねらい ○評価規準 評価方法

「十分満足でき る」と判断される状況・主な学習活動 ・支援及び指導上の留意点 ◎

「努力を要する」生徒への手だて間 ☆

１ ○五角形の角の和を求める方法 ・三角形の内角の和が180度であるこ 【関心・意欲・態度】

を、既習事項と結び付けて予想を とを三角定規のような特別な三角形で ○三角形や四角形、五角

もち、問題解決に意欲的に取り組 考えて予想し、操作的な活動を行って 形の内角の和に関心をも

む。 確認できるようにする。 ち、操作的な活動を通し

・小学校で学習した三角形や四角 ・四角形の内角の和が360度であるこ て多角形の内角の和の性

形の角の和を確認する。 とを、正方形や長方形のような特別な 質をもとに調べようとし

四角形で考えて予想し、操作的な活動 ている （活動の様子・。

を行って確認できるようにする。 学習プリント）＜操作的な活動＞

・五角形の内角の和を求める方法をい ◎五角形の内角の和の大・既習事項である三角形や四角

ろいろと考え、三角形の内角の和が、 きさについて、二つ以上形の内角の和について予想し、

180度であることをもとにして見いだ の方法で確かめようとし操作的な活動を通して確認す

すと内角の和が求められることに気付 たり、それぞれの考え方る。

かせる。 のよさを考えようとした・三角形の内角の和が180度で

りしている。あることを利用し、五角形の内 ＜操作的な活動による効果＞

角の和を予想し、多角形は三角 ・内角を切り取って一カ所に集める ☆三角形や四角形の内角

形に分けて内角の和を求めるこ 操作的な活動で、一直線（180度） の和の性質を調べるため

とができることに気付く。 や一周（360度）になることを視覚 の操作的な活動の場面に

的に確かめるため、理解しやすい。 おいて、分度器で測った・多角形の外角と内角の意味を理

・五角形の内角の和を求めるために り、三つの角を一カ所に解する。

は、幾つの三角形に分けることがで 集めたりして、内角の性・多角形の内角の和や外角の和に

きるかを考えることが大切であるこ 質を見いださせる。ついての性質を知る。

とに気付きやすい。

「 【 】２ ○六角形・七角形・八角形の内角 ・ 学習プリント」を使って、既習事 数学的な見方や考え方

の和を既習事項の考え方をもとに 項を確認しながら、前時の学習のどの ○多角形の内角の和の性

求め、多角形の内角の和の性質を 方法や考え方を使って本時の学習問題 質などを、既習事項に帰

見つける。 「六角形、七角形、八角形の内角の和 着して論理的に考察でき

を求めてみよう」が解決できそうか予 る （話合いの様子・学＜操作的な活動＞ 。

想がもてるようにする。 習プリント）・既習事項の確認を行い、六角

・表から三角形から八角形までの数の ◎多角形の内角の性質な形、七角形、八角形の内角の和

並びについて着目させ、その汎用性を どを、既習事項に帰着しを五角形の内角の和の求め方を

考えさせるようにする。 て論理的に考察して説明もとに予想し求める。

・生徒の言葉でｎ角形の内角の和の公 ができる。・表にまとめることで、頂点の

数やつくられた三角形の数や内 ☆多角形の内角の和の性式がまとめられるようにする。

、 、角の和などの汎用性について考 ＜操作的な活動による効果＞ 質を表にまとめ 三角形

える。 ・五角形の内角の和の求め方が六角 四角形、五角形…と頂点
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形や七角形、八角形でも使えること の数を増やしていくこと・表から規則性を見いだし、九

に、分けた三角形の内角の部分に色 で、内角の和がどのよう角形、十角形…などそれぞれの項

をぬらせ 視覚的に気付かせやすい に増えていくかを考えら目で調べなくても分かる方法はな 、 。

・表から頂点の数と分けた三角形の れるようにする。いか考える。

数、そして内角の和から規則性を見・ｎ角形の内角の和は180度× ｎ（

いだしやすい。－２）で表せることができること

を「学習プリント」にまとめる。

【 】３ ○観察、操作や実験を通して、多 ・２人１組で、実際に図１～図３まで 数学的な見方や考え方

角形の外角の和の性質を見いだ の線上を動く人と、その動きを見て何 ○観察、操作や実験を通

し、それを確かめる。 度回転したかをその場で同じ動きを見 して、多角形の外角の和

て確かめる人に分かれて行い、どの図 は360度であることを見＜操作的な活動＞

形も360度回転していることに気付か いだし、それを既習事項・三角形や四角形、五角形の外

せる。 に帰着して論理的に考察角の和を観察、体験を通して予

・向きを変えた角度が内角でなく外角 できる （活動の様子・想し、確かめる方法を考える。 。

であることを操作的な活動や体感的な 学習プリント）・学習班の話合いを通して、外

活動を通して確認させる。 ◎観察、操作や実験を通角の和は、すべての頂点におけ

・図１～図３の内角の部分に、外角の して、多角形の外角の和る内角と外角の和から、内角の

部分に印をつけた色と違う色をつけ は、360度であることを和だけをひけばよいことに気付

て、各頂点における内角と外角の和が 見いだし、それを既習事く。

180度になっていることに気付かせる 項に帰着して論理的に考。

・外角の和の求め方を「学習プリ ・生徒の言葉で多角形の外角の和は、 察し、説明ができる。

☆実際に観察、操作や実ント」に整理してまとめ、説明で 360度であることを「学習プリント」

験する場面で、外角の和きるようにする。 に整理してまとめていくようにする。

を求めるために外角を一・多角形の外角の和は、どんな場

＜操作的な活動による効果＞ か所に集めたり、自分自合でも必ず360度であることを 学「

・三角形、四角形、五角形の外角の 身が辺上を動いて体験し習プリント に整理してまとめる」 。

和が360度であることを体験を通し たりして、多角形の外角

て予想し、なぜそうなるのかを図の の和が360度であること

内角と外角に色をぬって視覚的に考 に気付くことができるよ

えると理解しやすくなる。 うにする。

４ ○観察、操作や実験を通して、対 ・品物Ａが下に傾き、品物Ｂが上に傾 【関心・意欲・態度】

頂角の意味や性質を見いだし、そ くことから、自由に図に表すことによ ○対頂角の性質を用い

れを確かめる。 り、傾いた時にできる角度に着目させ て、角の大きさを求めた

るようにする。 り、図形の性質について＜操作的な活動＞

・黒板に掲示した図を見比べながら、 考察したりしようとして・上皿てんびんに品物Ａと品物

相違点を話し合わせるようにする。 いる （活動の様子・学Ｂをのせると、品物Ａが下に傾 。

・上下に傾いたときにできる角度に色 習プリント）き、品物Ｂは上に傾いたこの問

をぬり、向かい合っていることに気付題を図に表してみる。

かさせ、対頂角を確認できるようにす ◎観察、操作や実験を通・自分が書いた図を黒板に掲示

る。 して、対頂角の意味や性し、友達の図との相違点を考え

・対頂角は等しいのは、直感的に分か 質を見いだし、それを確る。

るので、生徒なりの言葉でなぜかとい かめようとしている。・上下に傾いたときにできる角

度が向かい合っていることに気 ☆実際に観察、操作や実う理由まで発表できるようにする。

付く。 験する場面で、対頂角の・前時までの学習を参考にして確かめ

意味や性質に気付くこと・対頂角の意味を知る。 る方法を考えさせるようにする。

ができるようにする。・傾いたときにできる角に番号を ・式を使っての説明は、自分なりの言
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つけ、対頂角にはどんな関係があ 葉で言えるようにすることを大事にし

るのか予想し、確かめる方法を考 ながら、生徒の理解の段階に応じて机

える。 間指導しながら支援していく。

・直線が交わる対頂角は等しいこ ・生徒の言葉で対頂角は等しいことを

とを「学習プリント」に整理して 「学習プリント」に整理してまとめて

まとめる。その時 「２直線が交 いくようにする。、

＜操作的な活動による効果＞わってできる１組の対頂角どうし

・てんびんが傾いた図を書き表すこが等しい」こともおさえておく。

とにより、傾いた角度に着目させて

色をぬることで、対頂角が等しいこ

とに気付きやすくなる。

５ ○観察、操作や実験を通して、同 ・同じエリアには同じ色をぬり、同位 【知識・理解】

位角や錯角の意味を理解したり、 角や錯角の位置関係を視覚的に確認で ○平行線と角に関する用

平行線や角の性質を見いだす。 きるようにする。 語である同位角や錯角の

・問題に意欲的に取り組めるように、 意味を理解したり、平行

問題の前半部分と後半部分を分けて提 線の性質を理解してい＜操作的な活動＞

示する。 る （学習プリント・活・二つの直線に一つの直線が交 。

・同位角や錯角に色をぬり、視覚的に 動の様子）わったときにできる角について

確認させるようにする。まだ、同位角 ◎平行線や角の性質など考え作図する。

や錯角の位置関係の理解が不十分な生 を理解し、一般的に説明・同位角や錯角の位置関係を図

徒には、机間指導の時に支援する。 するには、演繹的な方法の中に色をつけて確認する。

・同位角や錯角の位置関係が正しくな による必要があることを・二つの作図から、直線が平行

い場合には、班の友達どうしで教え合 理解している。である場合の同位角には、どん

な性質があるのか作図をして考 ☆同位角や錯角の意味をうように支援していく。

える。 理解するために同位角や・同位角に色をぬって印をつけ、横の

・同位角に色をぬって印をつけ 錯角の同じ位置関係にあ直線が視覚的に平行であることに気付

引いた直線がどのような関係に る角に色をぬる操作的なくようにする。

なっているか気付いたことを 活動をすることで理解を・同位角の部分を三角定規であてて移

「学習プリント」にかく。 深める。動して作図をする方法は、既習事項で

・ 学習プリント」に分かったこ ある平行な線をかくときの作図の方法「

とをまとめる。 であることに気付かせるようにする。

①同位角が等しければ、二つの直 ・学習プリントに作図１と作図２で分

線は平行である。＜作図１＞ かったことを、確認しながらまとめる

②二つの直線が平行であれば、同 ようにする。

＜操作的な活動による効果＞位角は等しい＜作図２＞

・作図を通して、視覚的に同位角や

錯角の位置関係を確認させるため

に、同位角や錯角に色をぬらせるこ

とで、平行な２直線の場合には、同

位角が等しくなることに気付きやす

くなる。

６ ○平行線と同位角、錯角の関係に ・対頂角や平行線と同位角の性質は、 【表現・処理】

ついて調べ、その関係を利用して 本時のねらいにつながる大切な部分な ○平行線と錯角の関係や

平行線の性質を理解する。 ので、十分に理解しておく。 平行線と同位角の関係を

・対頂角や平行線の同位角の性質 ・既習事項をふまえた上で、対頂角、 言葉や式を用いて説明す
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などの既習事項の確認をするため 平行線と同位角、錯角についての関係 ることができる。

の問題を解く。 から角度を求めるように、位置関係に （活動の様子・発言）

目をつけさせながら、問題に取り組ま＜操作的な活動＞

せる。 ◎平行線と錯角の関係や・二つの平行な直線と錯角には

・角度が等しい角の位置関係を確認す 平行線と同位角の関係をどんな性質があるか予想し、説

ることで、平行な直線の場合には同位 言葉や式を用いて的確に明する。

角と同じように錯角も等しくなること 分かりやすく表現するこ・確かめ問題を通して、平行線

に気付かせるようにする。 とができる。と角の性質を利用して説明でき

るようにする。 ☆平行線で交わってでき・平行線と角の性質を利用できるよう

る同位角の位置に色をつに、次の既習事項を確認しておく。

けたり、対頂角などの既言葉で説明できるようにする。 ①対頂角は等しい。

習事項を活用したりする言葉を記号で表してみる。 ②平行線の場合の同位角は等しい。

ように支援する。↓ ③同位角が等しければ、２直線は平行

※グループ学習を行い、自分の考 である。

えを伝えたり、友達の考えを聞い ・グループ学習の時、まず言葉で班の

たりして、話し合う。 人に説明し、それができてから言葉を

・平行線と角の性質について、学 記号で表すように促す。また、自分の

習プリントにまとめる。 考えをもてない生徒については、教師

※２直線に一つの直線が交わると 側で個別に支援していく。

き ・平行線と角の性質について分かった

①２直線が平行ならば、同位角、 ことを学習プリントに自分なりの言葉

錯角は等しい。 でまとめる。

＜操作的な活動による効果＞②同位角か錯角が等しければ、２

・図の中の対頂角や同位角、錯角の直線は平行である。

位置関係にある角に色をぬり、等し

い角については、同じ色をぬること

で、平行線の同位角や錯角が等しい

ことを筋道立てて説明できる手助け

となる。

７ ○平行線の性質をもとにした三角 ・既習事項を確認する。 【表現・処理】

形の内角の和が180度であること ※２直線に一つの直線が交わるとき ○平行線の性質をもとに

の証明をよみとる。 ①２直線が平行ならば、同位角、錯角 した三角形の内角の和が

は等しい。 180度であることの証明＜操作的な活動＞

②同位角か錯角が等しければ、２直線 が、作図をしながら既習・内角の和が180度であること

は平行である。 事項を利用することででを平行の性質をもとにして説明

③対頂角は等しい。 きる （学習プリント・する。 。

④一直線は180度である。 活動の様子）【考え方１】

・学習プリントを使って、操作的な活 ◎平行線や角の性質を適・ 学習プリント」を使って、「

動を行いながら、平行線の性質を利用 切に用いて、三角形の内操作的な活動を行いながら、平

することに気付くようにする。 角の和が180度であるこ行線の同位角や錯角の位置に印

【考え方１】 とのわけを、的確に分かをつけて、三角形の内角の和が

・三角形の内角の和が一直線上に集め りやすく表現することが一直線上に集められるから180

られることで、180度であることが説 できる。度 になることに気付く。

☆既習事項を利用しなが明できるようにする。

ら作図し、同位角、錯角言葉で説明できるようにする ・グループ学習では、言葉で班の人に

に色をつける活動をする言葉を記号で表してみる。 説明し、それができてから言葉を記号
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ことにより、三角形の内↓ で表すように促す。また、自分の考え

角の和が一か所に集まる※グループ学習を行い、自分の考 をもてない生徒については、教師が個

ことに気付かせる。えを伝えたり、友達の考えを聞い 別指導をしていく。

たりして、話し合う。 ・学習プリントを使って、操作的な活

動を行いながら、平行線の性質を利用＜操作的な活動＞

することに気付くようにする。・内角の和が180度であること

【考え方２】を平行線の性質をもとにして説

・三角形の内角の和が一直線上に集め明する。

られることで、180度であることが説【考え方２】

明できるようにする。・学習プリントを使って、操作

・グループ学習では、言葉で班の人に的な活動を行いながら、平行線

説明し、それができてから言葉を記号の同位角や錯角の位置に印をつ

で表すように促す。また、自分の考えけて、三角形の内角の和が一直

をもてない生徒については、教師が個線上に集められるから、180度

別指導をしていく。になることに気付く。

・三角形の内角、外角の性質を以下の

言葉で説明できるようにする。 ようにまとめる。

、 。言葉を記号で表してみる。 ①三角形の内角の和は 180度である

↓ ②三角形の外角は、それととなり合わ

※グループ学習を行い、自分の考 ない二つの内角の和に等しい。

＜操作的な活動による効果＞えを伝えたり、友達の考えを聞い

・操作的な活動を通して、等しい対たりして、話し合う。

頂角や平行線の同位角、錯角の部分・学習プリントに三角形の内角と

に同じ色をぬることで、一か所に３外角の性質を自分なりの言葉でま

種類の角が集まっていることを視覚とめる。

的にとらえさせ三角形の内角の和が

180度であることの説明の手助けと

なる。

８ ・平行線と角の性質や三角形の内 ・三角形の内角と外角の性質を上手く 【表現・処理】

角と角の性質を理解し、これを利 活用できているかどうかその根拠を示 ○平行線と角の性質や三

用して、三角形の角の大きさを求 しながら答えを確認する。 角形の内角と外角の性質

める。 ・補助線をひいて考える問題を提示す を理解し、これを利用し

・前時の復習で三角形の内角と外 る。 て、角の大きさを求める

角の性質を使って、問題を解く。 ・グループで分からないところをお互 ことができる （学習プ。

いに質問したり、説明したりして解決 リント・活動の様子）＜操作的な活動＞

の糸口をつかむようにする。 ◎平行線の性質や多角形・どこに補助線をひくか何通り

の内角や外角の大きさをか考えて発表する。 ＜操作的な活動による効果＞

・グループ学習で問題を解く。 二つ以上の考えで求めた・対頂角や平行線の同位角や錯角の

・復習の問題を解く。 り、求め方の根拠を分か性質、三角形の内角と外角の性質を

りやすく説明したりする使って問題が解けるように、いろい

ことができる。ろな部分に補助線を引かせること

で、問題解決の糸口がつかみやすく ☆既習事項をどのように

なる。 活用するか学習プリント

をヒントにしたり、教師

が個別指導をしたりす

る。
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Ⅱ 本時の展開

第１時（１／８時間）
○ねらい…五角形の内角の和を求める方法を、既習事項と結び付けて予想をもち、問題解決に意欲的に

取り組む。
○評価項目（評価方法）時 ・基礎コースの生徒の学習活動 ・支援及び指導上の留意点

「十 分満足 でき る」 と判 断され る状 況★数学的な見方や考え方 ◇苦手意識の軽減への手だて ◎
「 努力を 要す る」 生徒 への手 だて間 ☆

平面上の点（３点、４点、５点）・
三角形、四角形、五角形の角の和を を結んで、できる形の図形について
調べよう。 確認し 「それぞれの角の和を求める、

・学習プリントに、三角形・四角形・五角 方法を考えよう」と発問する。

形をかく。 図１
・既習事項である三角形や四角形の内角の

和について予想し、操作的な活動を通して
確認する。

三角形や四角形の角の和を予想しよ

う。 三角形の内角の和が180度であるこ 三角形や四角形の内◇ ☆
＜生徒の予想＞ とを、三角定規のような特別な三角 角の和の性質を調べるた

・ 学習プリント」に小学校で学習した、 形で考えて予想し、三つの角を切り めの操作活動の場面にお「

、 、25 三角形の内角の和が180度であること。 取って一か所に集めると一直線にな いて 分度器で測ったり
るから180度になることを確認させる 角を一か所に集めたり、

・四角形の内角の和が360度であること。 ようにする。 三角形を組み合わせたり

◇四角形の内角の和が360度であるこ して、内角の性質を見い
とを、正方形や長方形のような特別 ださせる。

確かめる方法を考えよう。 な四角形で考えて予想し、分度器で
＜確かめる方法＞ 測ったり、一か所に集めたりして確

・分度器で測ってみる。 認させるようにする。

・切り取って一か所に集めてみる。 ◇三角定規を二つ組み合わせること
・四角形を二つの三角形に分けて考える。 により、三角形の内角の和を合わせ

・三角定規を組み合わせて、四角形にして ると、四角形の内角の和になること 【関心・意欲・態度】

考える。 に気付かせ、内角の和が360度である ○三角形や四角形、五角
★自分で考えた方法を発表し、それぞれの ことをつかませる。 形の内角の和に関心をも

よさについて考え ◇四角形の内角の和は、二つの三角 ち、操作活動を通して多る。
形に分けて内角の部分に色をつけて 角形の内角の和の性質を

考えると、360度になることが計算で もとに調べようとしてい

求められることのよさに気付かせる る （活動の様子・学習。
ようにする。 プリント）

五角形の角の和を求めよう。 ・ 学習プリント」に予想した考えと「

＜予想される考え＞ その確認する方法について整理して ◎三角形や四角形、五角
・三つの三角形に分けて内角の和を計算す 書かせる。 形の内角の和の大きさに

る。 ・それぞれの方法が既習のどんな考 ついて、二つ以上の方法
式 180°×３＝540° えをもとに考えた方法なのかを明確 で確かめようとしたり、

・三角形と四角形に分けて内角の和を計算 にさせる。 それぞれのよさを考えよ

する。 ・三つの三角形に分けて考える方法 うとしたりしている。25
式 180°＋360°＝540° と三角形と四角形に分けて考える方

・三角定規を三つ組み合わせて五角形をつ 法のそれぞれについて、そのよさを

くり 540°であることを計算して求める 考えさせるようにする。、 。
★それぞれの考えについて発表し、そのよ ◇三角形に分けて内角の和を求める

さに気付く。 方法は、五角形以外でも六角形や七
★三角形に分けて内角の和を求める方法の 角形、八角形…のどんな多角形でも

汎用性に気付く。 使えることの汎用性を内角に色をぬ

・自分がどのように問題解決をしたのかを らせて視覚的にとらえさせ、気付か
「学習プリント」に書いてまとめる。 せるようにする。

・机間指導で生徒の活動や「学習プ

リント」への書き込みを見取り支援
する。

三角形 四角 形 五角形

生徒から予 想される図 形
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第２時（２／８時間）
○ねらい…六角形・七角形・八角形の内角の和を三角形の内角の和を利用する考えをもとに、表にまと

めることで、ｎ角形の内角の和が180°×（ｎ－２）であることを見付ける。
○評価項目（評価方法）時 ・基礎コースの生徒の学習活動 ・支援及び指導上の留意点

「十 分満足 でき る」 と判 断され る状 況★数学的な見方や考え方 ◇苦手意識の軽減への手だて ◎
「 努力を 要す る」 生徒 への手 だて間 ☆

、・三角形に分ける方法の問題点に気付かせ ◇五角形の内角の和を求める問題で
るために前時の復習を行う。 辺上の点から各頂点に線をひき、三

＜予想される考え＞ 角形に分けて内角の和を求める方法

・辺上にある点から線をひいて三角形に分 と内部の点から各頂点に線をひき、
けた場合は、五角形の内角の部分以外に 内角の和を求める方法の違いに気づ

180°余分に角をたしてしまっている。 かせるために、内角の部分に色をぬ

・内部の点から線をひいて三角形に分けた って視覚的にとらえさせるようにす
場合は、五角形の内角部分以外に360度余 る。

分な角をたしてしまっている。

六角形、七角形、八角形の内角の和

を求めてみよう。20
・既習事項の確認を行い、六角形・七角形

・八角形の内角の和を既習事項の考えをも 多角形の内角の和の☆
とに求める。 性質を表にまとめ、三角

＜予想される答え＞ 形、四角形、五角形…と

・六角形 180°×4 =720° 六角形 頂点の数を増やしていく七角形
・七角形 180°×5 =900° ことで、内角の和がどの

・八角形 180°×6 =1040° ように増えていくかを考

えられるようにする。
これまで学習した図形の内角の和に 八角形

ついて表にまとめてみよう。
★三角形、四角形、五角形、六角形、七角

形、八角形と学習する中で、三角形の数や

内角の和がどのように変わっていくかを考 ◇「学習プリント」を使って、既習
える。 事項を確認しながら、前時の学習の

★表にまとめるよさに気付き調べること どの方法や考えを使って本時の学習

【 】で、つくられた三角形の数や内角の和など 問題「六角形、七角形、八角形の内 数学的な見方や考え方
の汎用性について考える。 角の和を求めてみよう」が解決でき ○多角形の内角の和の性

＜予想される考え＞ そうか予想がもてるようにする。 質などを、既習事項に帰
・□角形の三角形の数は （□－２）個に ・既習事項を使って、六角形、七角 着して論理的に考察する、

なっている。 形、八角形の内角の和を求めている ことができる。

・□角形の内角の和は 180°× □－２ か、机間指導をしながら見取るよう （話し合いの様子・学習、 （ ）
になっている。 にする。 プリント）

◇九角形や十角形…などいろいろな

・ 表から分かることを発表しよう 多角形を調べるのに表が便利である ◎多角形の内角の性質な。
表から分かることを自分なりの言葉で発表 ことに気付かせ、まとめた表から三 どを、既習事項に帰着し

し、学び合いを通して、ｎ角形の内角の和 角形から八角形までの数の並びにつ て論理的に考察し、説明
は180°×（ｎ－２）で表せることに気付 いて着目させ、その汎用性を考えさ することができる。

く。 せるようにする。30
・本時で学習したことを振り返るために、 ・机間指導では、生徒の活動や「学
「学習プリント」にまとめる。 習プリント」への書き込みから、内

角の和がどのように変化しているか

を見取り、支援するとともに発表に
生かせるようにする。

・生徒の発表を生かした学び合いを
通して、多角形は三角形が組み合わ

されたものであることと三角形の内

角の和が180度であることの関係から
多角形の内角の和の性質に気付かせ

るようにする。

学習プリント」にｎ角形の内角の・「
。和の公式がまとめられるようにする
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第３時（３／８時間）
○ねらい…観察、操作や実験を通して、多角形の外角の和は360°であることを見いだし、それを論理

的に考察する。
○評価項目（評価方法）時 ・基礎コースの生徒の学習活動 ・支援及び指導上の留意点

「十 分満足 でき る」 と判 断され る状 況★数学的な見方や考え方 ◇苦手意識の軽減への手だて ◎
「 努力を 要す る」 生徒 への手 だて間 ☆

◇本時の学習問題「Ａさんが向きを
下の図１、図２、図３のようなジョ 変えた角度は全部で何度になるか調

ギングコースがあります。ＡさんがＰ地 べてみよう」を提示し、向きを変え 実際に観察、操作や☆
点を出発し、矢印の方向に進み１周して た角度に色をぬることで、前時の問 実験する場面で、外角の
またＰ地点にもどってきました。Ａさん 題との違いが意識できるようにする 和を求めるために外角を。

が向きを変えた角度は全部で何度になる ◇図１～図３の図形の内角の部分に 一か所に集めたり、自分

か調べてみよう。 色をぬり比較することで、向きを変 自身が辺上を動いて実体
えた角度が外角であることに気付か 験したりして、多角形の

せる。 外角の和が360度である
ことに気付くことができ

るようにする。

20
図１ 図２ 図３

【 】図１、図２、図３の外角の和を予想 ◇２人１組で、実際に図１～図３ま 数学的な見方や考え方

しよう。 での線上を動く人と、その動きを見 ○観察、操作や実験を通
＜予想される答え＞ て何度回転したかをその場で同じ動 して、多角形の外角の和

・図１、図２、図３のすべての場合も きを見て確かめる人に分かれて行い は360度であることを見、
360度になる。 どの図形も360度回転していることに いだし、それを既習事項

・三角形の内角の和の性質から、図１は三 気付かせる。 に帰着して論理的に考察

角形なので180度、図２は四角形なので360 ・向きを変えた角度が内角でなく外 することができる。
度、図３は五角形なので540度である。 角であることを操作的な活動や体験 （活動の様子・学習プリ

的な活動を通して確認させる。 ント）

確かめる方法として実際に、外角◇
確かめる方法を考えよう。 の部分をはさみで切り取って一か所 ◎観察、操作や実験を通

＜確かめる方法＞ に集めることで、視覚的に360度であ して、多角形の外角の和
・向きを変えた角度を切り取って一か所に ることを確認する。 は360度であることを見

集めてはりつける。 ◇図１～図３の内角の部分に、外角 いだし、それを既習事項

※どの図も360度になる。 の部分に印をつけた色と違う色をつ に帰着して論理的に考察
・内角と外角の関係から、計算によって求 けて、各頂点における内角と外角の し、説明することができ

める。 和が180度になっていることに気付か る。

★内角と外角の部分にそれぞれ色をつけ せる。
て、各頂点における内角と外角の和が、 ・机間指導では、学習班の話し合い

180度になっていることに気付く。 を通して、班の一人一人が外角の和
★学習班の話合いを通して、外角の和は、 の求め方について気付き説明できる30
どんな多角形でも、すべての頂点における ように、生徒の活動や「学習プリン

内角と外角の和から、内角の和だけをひけ ト」への書き込みから見取り、支援
ばよいことに気付き「学習プリント」に整 する。

、理してまとめ、説明できるようにする。 ※三角形～五角形以外の多角形でも

図１ 180°×3－180°＝360° 頂点の数が一つ増えると多角形の内
図２ 180°×4－360°＝360° 角と外角の和が180度増え、多角形の

図３ 180°×5－540°＝360° 内角の和も、180度増えることから、
360度は変わらないことを問題演習を

六角形、七角形、八角形でも外角の 通して確かめるようにする。

和を求めてみよう。

、・多角形の外角の和は、どんな場合でも必 生徒の言葉で多角形の外角の和は・
ず360度であることを「学習プリント」に 360度であることを「学習プリント」

。整理してまとめる。 に整理してまとめていくようにする

Ｐ→

Ｐ → Ｐ →
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第４時（４／８時間）
○ねらい…観察、操作や実験を通して、対頂角の意味や性質を見いだし、それを確かめる。

○評価項目（評価方法）時 ・基礎コースの生徒の学習活動 ・支援及び指導上の留意点
「十 分満足 でき る」 と判 断され る状 況★数学的な見方や考え方 ◇苦手意識の軽減への手だて ◎
「 努力を 要す る」 生徒 への手 だて間 ☆

上皿てんびんに品物Ａと品物Ｂをのせま ◇品物Ａが下に傾き、品物Ｂが上に

した。すると、品物Ａが下に傾き、品物 傾くことから、自由に図に表すこと

Ｂは上に傾きました。この問題を図に表 により、傾いた時にできる角度に着
してみよう。 目させるようにする。

△

＜予想される生徒の図＞

【関心・意欲・態度】
○観察、操作や実験を通

して、対頂角の意味や性

質を見いだし、それを確10
かめようとしている。

（活動の様子・学習プリ
ント）

自分がかいた図を黒板に掲示し、友 ・生徒一人一人に問題意識をもたせ

達の図との相違点を考える。 るために、黒板に掲示させるように ◎対頂角の性質を用い
＜共通している点＞ 指示を出す。 て、角の大きさを求めた

・品物Ａが下に傾き、品物Ｂが上に傾く。 ・黒板に掲示した図を見比べながら り、図形の性質について、

＜違っている点＞ 共通点と違う点を話し合わせるよう 考察したりしようとして
・上下に傾く角度が図によって違う。 にする。 いる。

・一直線が180度であることを確認す 実際に観察、操作や☆
★上下に傾いたときにできる角度が向かい る。 実験する場面で、対頂角

合っていることに気付き、対頂角の意味を ◇上下に傾いたときにできる角度に の意味や性質に気付くこ

知る。 色をぬり、向かい合っていることに とができるように支援す
気付かせ、対頂角を確認できるよう る。

にする。

傾いたときにできる角に番号をつ ＜番号をつけた図の例＞

け、対頂角にはどんな関係があるの
か考えてみよう。

＜予想される反応＞

・①と③が等しい
※なぜ 下がった角度①だけ反対側の角…
度③は上がるから

・②と④が等しい
※なぜ 残りの②と④は一直線（ 度）… 180
から①と③をひくから ・対頂角は等しいのは、直感的に分

かるので、生徒なりの言葉でなぜか

という理由まで発表できるようにす

確かめる方法を考えよう。 る。
・前時までの学習を参考にして確か

・分度器で測ってみる。 める方法を考えさせるようにする。

・はさみで対頂角の部分を切って重ねてみ
る。

★式を使って説明する。

ＡＢ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

①
②

③
④
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※学習班の学び合いの場面で行う。

★式による説明を記号を使って表すように
する。

∠ｂ＝180°－∠ａ、∠ｄ＝180°－∠ａか

ら ∠ｂ＝ｄ
∠ｂ＝180°－∠ｃ、∠ｄ＝180°－∠ｃか30
ら ∠ｂ＝∠ｄ
∠ａ＝180°－∠ｂ、∠ｃ＝180°－∠ｂか

ら ∠ａ＝∠ｃ

∠ａ＝180°－∠ｄ、∠ｃ＝180°－∠ｄか
ら ∠ａ＝∠ｃ ◇分度器で測るときの数値に誤差が

でることをおさえておく。

・対頂角の性質が理解できたかどうか確認 ◇切り取って重ね合わせ、視覚的に
。するための問題をする。 等しいことを体験させるようにする

・式を使っての説明は、まず言葉で↓
ある１点を通る直線をたくさんひい 言えるようにすること、次に記号で

てみよう。 で式をつくれるようにすることを生

↓ 徒の理解の段階に応じて机間指導し
対頂角にあたる部分に色をつけよ ながら、支援していく。 【表現・処理】

う。 ・学習班での学び合いの中でも、説 ○対頂角の性質を利用し

明が不十分な生徒への支援を行う。 て、角の大きさを求める
ことができる （活動の。

・対頂角の性質が理解できたかどう 様子・学習プリント）
かを確認するために、２直線の交わ

りでできた対頂角だけでなく、たく ◎対頂角の性質を適切に

さんの直線が交わったときにできる 使い、図形の性質が成り
対頂角にそれぞれ違う色をつけるこ 立つわけを、的確に分か

とにより、対頂角の性質の理解を深 りやすく表現することが
めるようにする。 できる。

☆竹ひごを使い、対頂角

・本時のまとめとして、対頂角の性 ができることを視覚的に10
質を確認するために問題を行う。 とらえさせ、対頂角に色

・問題の把握ができていない生徒に をつけてどの角とどの角

・対頂角の性質を利用して問題をやる。 は、対頂角の部分にそれぞれ色をぬ が等しいかを確認しなが
り、解決の手がかりにする。 ら、角を求めるように支

・答えの確認については、必ず理由 援する。
まで言えるように、教師側で支援を

していく。

生徒の言葉で対頂角は等しいこと・
を「学習プリント」に整理してまと

めていくようにする。

・∠ａ、∠ｂ、∠ｃ、∠ｄの角を求めなさ

い。
＜答えを確認する＞

∠ａ＝３０°∠ｂ＝１０５°

∠ｃ＝４５°∠ｄ＝１０５°

・直線が交わる対頂角は等しいことを「学
習プリント」に整理してまとめる。

※「２直線が交わってできる１組の対頂角

どうしが等しい」ことをおさえておく。

Ａ

Ｂ

ｂ

ｃ ｄ

ａ

ｄ
ａ

ｂ ｃ

45°

30°
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第５時（５／８時間）
○ねらい…観察、操作を通して、同位角や錯角の意味を理解したり、平行線と同位角の関係を見いだし

たりする。
○評価項目（評価方法）時 ・基礎コースの生徒の学習活動 ・支援及び指導上の留意点

「十 分満足 でき る」 と判 断され る状 況★数学的な見方や考え方 ◇苦手意識の軽減への手だて ◎
「 努力を 要す る」 生徒 への手 だて間 ☆

２つの直線に１つの直線が交わった

ときにできる角について考えよう。

問題文をもとに作図してみよう。

・二つの直線が交わったときにでき

＜予想される作図＞ る位置関係を四つのエリア（右上、
右下、左上、左下）と考えるように

すると上下二か所にできていること
を切って上下を重ねて確認する。

◇同じエリアには同じ色をぬり、同

位角の位置関係を視覚的に確認でき

るようにする。
・同位角の位置関係を図の中に色をつけて

確認する。
、・問題に意欲的に取り組めるように

・同位角の位置関係が理解できたかどうか 問題の前半部分と後半部分を分けて

問題をやってみる。 提示する。

前半部分
１つの直線に交わる直線をたくさん ◇同位角に色をぬり、視覚的に確認

ひいてみよう。 させるようにする。まだ、同位角の

後半部分 位置関係の理解が不十分な生徒には ☆同位角や錯角の意味を↓ 、
同位角には同じ色をぬってみよう。 机間指導の時に支援する。 理解するために同位角や25

錯角の同じ位置関係にあ

る角に色をぬる操作的な
・同位角の位置関係が正しいかどうか友達 ・同位角の位置関係が正しくない場 活動をすることで理解を

どうしで確認する。 合には、友達どうしで教え合うよう 深めようとしている。
に支援していく。

錯角の位置関係を図の中に色をつけ

て確認しよう。

◇錯角の位置関係にあるエリアには
同じ色をぬり、視覚的に確認できる

ようにする。

※①と③、②と④

・錯角の位置関係が理解できたかどうか問
題を解いてみる。

、前半部分 ・問題に意欲的に取り組めるように
２つの直線に交わる直線を縦にたく 問題の前半部分と後半部分を分けて

さんひいてみよう。 提示する。 ☆同位角や錯角の意味を

理解するために同位角や
後半部分 錯角の同じ位置関係にあ↓
錯角には同じ色をぬってみよう。 ◇錯角に色をぬり、視覚的に確認さ る角に色をぬる操作的な

せるようにする。まだ、錯角の位置 活動をすることで理解を
・錯角の位置関係が正しいかどうか友達ど 関係の理解が不十分な生徒には、机 深めようとしている。

うしで確認する。 間指導の時に支援する。

①

②③

④
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・錯角の位置関係が正しくない場合
２つの作図から、直線が平行である には、友達どうしで教え合うように

場合の同位角には、どんな性質があ 支援していく。

るのか、作図をして考えよう。
★平行線をひく方法を考える。

※三角定規を利用するとできることに気付 ・小学校で学習した三角定規を利用
く。 するとできることを確認する。

＜作図１＞

平行な２本の直線に

縦に交わるような直
線を１本ひく

・同位角に色をぬって印をつけ、気付いた ◇同位角に色をぬって印をつけ、視

ことを学習プリントに書く。 覚的に等しいことに気付くようにす 【知識・理解】

＜予想されること＞ る。 ○平行線と角に関する用
・同位角が等しい ◇１本違う場所に直線をひき、同位 語である同位角や錯角の

・予想したことが正しいことを分度器や三 角の部分を三角定規であてたり、分 意味を理解したり、平行
角定規を使って確認する。 度器で角度を測ったりして等しいこ 線の性質を理解してい

とを確認する。 る。

（学習プリント・活動の
様子）

＜作図２＞
縦の１本の直線に対 ◎平行線や角の性質など

して同位角が等しく を一般的に説明するに

なるように横に直線 は、演繹的な方法による
を２本ひく 必要があることを理解し25

ている。

★同位角に色をぬって印をつけ、引いた直 ◇同位角に色をぬって印をつけ、横
線がどのような関係になっているか気付い の直線が視覚的に平行であることに

たことを学習プリントに書く。 気付くようにする。

＜予想されること＞ ◇同位角の部分に三角定規をあてて
・平行になっている 移動して作図をする方法は、既習事

・予想したことが正しいことを小学校で学 項である平行な線をかくときの作図

習した平行な線の作図の方法であることか の方法であることに気付かせるよう
ら確認する。 にする 。 ・

・学習プリントに分かったことをまとめ 学習プリントに作図１と作図２で分
る。 かったことを、確認しながらまとめ

①同位角が等しければ、二つの直線は平行 るようにする。

である。＜作図１＞
②二つの直線が平行であれば、同位角は等 同位角が等しい つの直線二
しい。＜作図２＞ は平行
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第６時（６／８時間）
○ねらい…平行線と同位角の関係から、平行線と錯角の関係を説明することができる。

○評価項目（評価方法）時 ・基礎コースの生徒の学習活動 ・支援及び指導上の留意点
「十 分満足 でき る」 と判 断され る状 況★数学的な見方や考え方 ◇苦手意識の軽減への手だて ◎
「 努力を 要す る」 生徒 への手 だて間 ☆

、・対頂角や平行線と同位角の関係などの既 ・対頂角や平行線と同位角の関係は

習事項を確認するための問題をする。 本時のねらいにつながる大切な部分
なので、十分に理解してまとめてお

く。

◇平行線と角の性質を利用できるよ
、 。うに 次の既習事項を確認しておく

①対頂角は等しい。

②平行線の場合の同位角は等しい。
③同位角が等しければ、２直線は平

行である。
・机間指導しながら、理解が不十分

・上の図の∠ａ、∠ｂを求める。 な生徒には、ヒントを与えながら理

＜予想される答え＞ 解を促すように支援する。
・∠ａ＝６５° ・答えの確認だけでなく、なぜ、そ

（平行線上の同位角は等しい） のような答えになったのか、その理

・∠ｂ＝６５°（対頂角は等しい） 由まで言えるように促す。

下の図の∠ａ，∠ｂ，∠ｃの大きさを求

めなさい。ただし、２つの直線 、ｍはℓ
平行である。

、 、◇既習事項をふまえた上で 対頂角
平行線と同位角についての関係から

角度を求めるように、位置関係に目15
をつけさせながら、問題に取り組ま
せる。

☆平行線で交わってでき
＜予想される答え＞ る同位角の位置に色をつ

・∠ａ＝５０° ・答えの確認だけでなく、なぜ、そ けたり、対頂角などの既

（平行線の同位角は等しい） のような答えになったのか、その理 習事項を活用したりする
・∠ｂ＝５０° 由まで言えるように促す。 ようにしている。

（∠ａと∠ｂは対頂角で等しい）

・∠ｃ＝１３０°
（一直線が１８０°－５０°）

つの平行な直線と錯角にはどんな性２
う。質があるだろうか、説明してみよ

★図の中の同じ角度に色をぬり、その角度
の位置関係を調べ、分かることを学習プリ ◇角度が等しい角の位置関係を確認

ントにかく。 することで、平行な直線の場合には

＜予想される考え＞ 同位角と同じように錯角も等しくな
・錯角が等しい。 ることに気付かせるようにする。

どうして、錯角が等しくなるのか説明し

てみよう。

★図の角を示しながら、言葉で説明してみ
る。

★言葉を記号で表してみる。 ・既習事項をもとにして、筋道たて

て説明できるように、発問をしなが
ら支援をしていく。

５０°

ａ

ｂｍ

ｎ

ｃ

１３０ °

ℓ

ｎ

ｍ

６５ °

ａ

ｂ

ℓ
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言 葉 式
○∠ａと∠ｃは同位角なので、③から等しい ○ ∠ａ＝∠ｃ

○∠ｂと∠ｃは対頂角なので、①から等しい ○ ∠ｂ＝∠ｃ30 →
○∠ａと∠ｂはどちらも∠ｃに等しい ○ ∠ａ＝∠ｂ

・確かめ問題を通して、平行線と角の性質

を利用して説明できるようにする。

下の図で∠ａ＝∠ｂとします。この
とき、 となるわけを、同位角ℓ ｍ∥

が等しくなることから説明しなさ

。い

◇平行線と角の性質を利用できるよ
、 。うに 次の既習事項を確認しておく

①対頂角は等しい。

②平行線の場合の同位角は等しい。
③同位角が等しければ、２直線は平 【表現・処理】

行である。 ○平行線と錯角の関係を

平行線と同位角の関係を
用いて説明することがで

きる。
（活動の様子・発言）

★∠ａと∠ｂが等しいこと以外に対頂角の ・既習事項から∠ａと∠ｂに等しい

性質などを使って等しい角を見付け、色を 角を見付けるように促す。 ◎平行線と錯角の関係が
ぬり、印をつける。 ・∠ａと∠ｃが同位角の位置である 正しいことを、言葉や式

ことに気付き、等しいことが説明で を用いて的確に分かりや
・言葉で説明できるようにする。 きるようにする。 すく表現することができ

・言葉を記号で表してみる。 る。

◇グループ学習の時、まず言葉で班↓
※グループ学習を行い、自分の考えを伝え の人に説明し、それができてから言

たり 友達の考えを聞いたりして 話合う 葉を記号で表すように促す。また、、 、 。

自分の考えをもてない生徒について
は、教師側で個別に支援していく。

言葉 式
○問題文から∠ａと∠ｂは等しい ○ ∠ａ＝∠ｂ

○∠ｂと∠ｃは対頂角なので、①から等しい ○ ∠ｂ＝∠ｃ
○∠ａと∠ｃはどちらも∠ｂに等しい ○ ∠ａ＝∠ｃ→
○∠ａと∠ｃは同位角で等しいので、２つ直線 と ○ ｍℓ ℓ∥
ｍは平行である

・平行線と角の性質について、学習プリン ・平行線と角の性質について分かっ

トにまとめる。 たことを「学習プリント」に平行線

※２直線に一つの直線が交わるとき と同位角や錯角の関係から自分なり
①２直線が平行ならば （同位角）錯角は の言葉でまとめる。５ 、

等しい。

②（同位角か）錯角が等しければ、２直線 ２直線が平行 同位角や錯
は平行である。 角が等しい

ｍ

ｎ

ａ

ｂ

ｃ

ℓ
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第７時（７／８時間）
○ねらい…平行線の性質をもとにして、三角形の内角の和が180度であることと三角形の外角は、それ

ととなり合わない二つの内角の和に等しいことを証明することができる。

○評価項目（評価方法）時 ・基礎コースの生徒の学習活動 ・支援及び指導上の留意点
「十 分満足 でき る」 と判 断され る状 況★数学的な見方や考え方 ◇苦手意識の軽減への手だて ◎
「 努力を 要す る」 生徒 への手 だて間 ☆

２つの平行な直線に交わる直線をたくさ ◇既習事項を確認する。

んひき、平行線をたくさんつくります。 ※２直線が一つの直線が交わるとき
そして 平行四辺形の対角線に線をひき ①２直線が平行ならば、同位角、錯、 、

同じ三角形をたくさんつくりました。こ 角は等しい。

の図を使って 三角形の内角の和がなぜ ②同位角か錯角が等しければ、２直、 、
180°になるのかを考えてみよう。 線は平行である。

③対頂角は等しい。
④一直線は180度である。

・等しい同位角や錯角の部分に色鉛

筆でそれぞれ色をぬる。

。三角形の３つの角にそれぞれ違う種類の ・等しい同位角や錯角に色をぬろう
色をつけて、その３つの角の大きさが等 ※３種類は必要であることを確認す

しい角に同じ色をどんどんつけていきま る。
しょう。

★三角形の三つの内角にそれぞれ色をつけ ◇学習プリントを使って、操作的な
る。 活動を行いながら、平行線の性質を

利用することに気付くようにする。

★三角形の内角と等しい大きさの角に色を
つける （対頂角や同位角、錯角に着目し。

て）25

３種類の色の集まりから、どんなことに

気付きますか。 ◇三角形の内角の和が一直線上に集
められることで、180度であることが

説明できるようにする。

★３種類の色が一直線上に集められるか
ら、180度になることに気付く。 ・三角形の内角につけた３種類の色

三角形の三つの内角の和が一直線に集ま が、一直線に集まっていることを作★
ることに色をぬった操作的な活動から気付 図から見付けることができるように

く。 する。

＜考え方１＞
【表現・処理】

・なぜ、等しい大きさの角なのか、 ☆既習事項を利用しなが

対頂角や平行線の同位角、錯角の位 ら作図し、同位角、錯角
置関係から、自分なりの言葉で説明 に色をつける活動をする

できるようにする。 ことにより、三角形の内

角の和が一か所に集まる
ことに気付くようにして

いる。

ｃ

ａ ｂ
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言葉 式
○∠ａと∠ａ’は平行線の錯角だから等しい ○∠ａ＝∠ａ’

○∠ｂと∠ｂ’は平行線の同位角だから等しい ○∠ｂ＝∠ｂ’

○∠ａ’と∠ｂ’と∠ｃを合わせると一直線にな ○∠ａ’＋∠ｂ ＋→
る。 ∠ｃ＝180°

○∠ａと∠ｂと∠ｃを合わせると180度になり、三 ○∠ａ＋∠ｂ＋∠

角形の内角の和は180度になる。 ｃ＝180°

・言葉で説明できるようにする。 ◇グループ学習の時、まず言葉で班

・言葉を記号で表してみる。 の人に説明し、それができてから言

葉を記号で表すように促す。また、↓
※グループ学習を行い、自分の考えを伝え 自分の考えをもてない生徒について

た、友達の考えを聞いたりして、話合う。 は、教師側で個別に支援していく。

・考え方１から三角形の内角と外角の関係 ・三角形の内角と外角の関係につい
についても気付く。 ても気付かせるようにする。

＜考え方２＞

【表現・処理】

○平行線の性質をもとに
した三角形の内角の和が

180度であることの証明

が、作図をしながら既習
・言葉で説明できるようにする。 事項を利用することでで

・言葉を記号で表してみる。 ◇グループ学習の時、まず言葉で班 きる。

の人に説明し、それができてから言 （学習プリント・活動の↓
★グループ学習を行い、自分の考えを伝 葉を記号で表すように促す。また、 様子）

えたり、友達の考えを聞いたりして、話し 自分の考えをもてない生徒について
合う。 は、教師側で個別に支援していく。 ◎平行線や角の性質を適

切に用いて、三角形の内言 葉 式
○∠ｂと∠ｂ’は平行線の錯角だから等しい ○∠ｂ＝∠ｂ’ 角の和が180度であるこ
○∠ｃと∠ｃ’は平行線の錯角だから等しい ○∠ｃ＝∠ｃ’ とのわけを、的確に分か

○∠ａと∠ｂ’と∠ｃ’を合わせると一直線にな ○∠ａ＋∠ｂ’＋ りやすく表現することが
る。 ∠ｃ’＝180° できる。→
○∠ａと∠ｂと∠ｃを合わせると１８０度になり ○∠ａ＋∠ｂ＋∠、

三角形の内角の和は１８０度になる。 ｃ＝180°

・学習プリントに三角形の内角と外角の性 ・三角形の内角、外角の性質を以下
質を自分なりの言葉でまとめる。 のようにまとめる。

①平行線と同位角や錯角の関係を使
うと、三角形の内角の和は180度であ

ることを証明できる。

②平行線の同位角や錯角の関係を使
うと、三角形の外角は、それととな

り合わない二つの内角の和に等しい

ことが証明できる。

ｃ

ａ ｂ
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第８時（８／８時間）
○ねらい…自ら平行線をひいたり、三角形をつくったりして、平行線と角の性質や三角形の内角と外角

の性質を利用し、いろいろな平面図形における角の大きさを求めることができる。
○評価項目（評価方法）時 ・基礎コースの生徒の学習活動 ・支援及び指導上の留意点

「十 分満足 でき る」 と判 断され る状 況★数学的な見方や考え方 ◇苦手意識の軽減への手だて ◎
「 努力を 要す る」 生徒 への手 だて間 ☆

・前時の復習で三角形の内角と外角の性質 ◇前時の既習事項をていねいに確認
を使って 「例２」と「たしかめ５」を行 し、学習プリントに記入しておく。、

う。

・前時の既習事項のどの何を利用したか根 ・三角形の内角と外角の性質を上手
拠を示しながら、答えを確認する。 く活用できているかどうかその根拠

を示しながら答えを確認する。

既習事項を利用して角の大きさを求める
問題をやろう。 ☆既習事項をどのように

◇補助線をひいて考える問題を提示 して活用するか学習プリ①
する。 ントをヒントにしたり、

◇前時の学習を想起させる。 教師が個別指導をしたり

する。

★どこに補助線をひくのか何通りあるか考
えて発表する。 ※補助線CEをひく

＜予想される考え＞

①平行線をもう１本引き、平 ②線を延長し、三角形をつくっ ③垂直にひき、三角形を２

行線の錯角を利用する。 て、平行線の性質と三角形の外 つつくって、三角形の内角
角の性質を利用する。 の和を利用する。

30

・グループ学習で問題を解く。 ◇生徒に、グループ学習で分からな ☆既習事項をどのように

いところをお互いに質問したり、説 して活用するか学習プリ

明したりして理解するように促す。 ントをヒントにしたり、②
教師が個別指導をしたり

◇補助線をひいて考える問題を提示 して支援する。

する。 【表現・処理】
○平行線と角の関係や三

角形の内角と外角の性質
を利用して考え、角の大

きさを求めることができ

。る

◎平行線の性質や多角形

★どこに補助線をひくか何通りか考えて発 の内角や外角の大きさを
表する。 二つ以上の考えで求めた

り、求め方の根拠を分か

ｍ

Ｐ

50°

60°

ｘ

ℓ

40°

20°

50°

ｘ

ｍ

Ｐ

50°

60°

ｘ

ℓ

ｍ

Ｐ

50°

60°

ｘ

ℓ

ｍ

Ｐ

50°

60°

ｘ

ℓ

Ａ

Ｂ ｃ D

E
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りやすく説明したりする

ことができる。
＜予想される考え＞

①線を延長し、三角形の内角と ②線を延長し、三角形の内 ③下の図のように真ん中に

外角の関係を利用する。 角と外角を利用する。 線ひき、三角形の内角と外
角の関係を利用する。

20

④平行線と同位角、錯角の関係や
。三角形の内角の和を利用する

・グループ学習でお互いの解き方を説明す ・生徒が、グループで分からないと

る。 ころをお互いに質問したり、説明し

たりして理解するように促す。

復習の問題をやってみよう ・分からないところは、先生に質問。
したり、友達にヒントを教えてもら

ったりしながら、問題解決の糸口を

つかむようにする。
・時間があったら、生徒一人一人の

解き方を発表し、説明する。

40°

20°

50°

ｘ

40°

20°

50°

ｘ

40°

20°

50°

ｘ

40°

20°

50°

ｘ
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Ⅲ 数学学習プリント

基礎コース学習プリント１（第１時）

２年 組 氏名

☆小学校で学習したことを確認しよう!

三角形の３つの角をたすと、 度 である。

四角形の４つの角をたすと、 度 である。

どのように確かめたかな？

確かめる方法 ○

○

○

実際に確かめてみよう！

＜三角形＞ ＜四角形＞

○確かめる方法（その１） ○確かめる方法（その１）

○確かめる方法（その２） ○確かめる方法（その２）
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基礎コース学習プリント２（第１時）

五角形の５つの角の和は 度 である。、

どのように考えたのかな？

どんな方法で？ ○

○

○

実際にやってみよう！ ○確かめる方法（その１） ○確かめる方法（その２）

○確かめる方法（その３）

角の和を求めるときは？

４…あてはまる、３…ややあてはまる、＜今日の授業を振り返って＞

２…ややあてはまらない、１…あてはまらない○授業は楽しかったですか？

今日の授業は４ ３ ２ １

どうだった？○授業の内容が分かりましたか？

４ ３ ２ １

○操作活動は役に立ちましたか？

４ ３ ２ １
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基礎コース学習プリント３（第２時）

２年 組 氏名

☆前の時間で学習したことを確認しよう！

四角形や五角形などの多角形の角の和を求めるときは、

＜求め方１＞ ＜求め方２＞ ＜求め方３＞

六角形、七角形、八角形の内角の和を
求めてみよう！

六角形 七角形 八角形
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基礎コース学習プリント４（第２時）

表にまとめてみよう！

四角形 五角形 六角形

辺の数
三角形の数

内角の和

七角形 八角形 九角形 十角形

辺の数
三角形の数

内角の和

＜気づいたこと＞

ｎ角形の内角の和は、

４…あてはまる、３…ややあてはまる、＜今日の授業を振り返って＞

２…ややあてはまらない、１…あてはまらない○授業は楽しかったですか？

今日の授業は４ ３ ２ １

どうだった？○授業の内容が分かりましたか？

４ ３ ２ １

○操作活動は役に立ちましたか？

４ ３ ２ １
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基礎コース学習プリント５（第３時）

２年 組 氏名

☆前の時間で学習したことを確認しよう！

☆三角形、四角形、五角形の内角の和を確認しよう。

下の図１～図３のようなジョギングコースがあります。

ＡさんがＰ地点を出発し、矢印の方向に進み１周してまた

Ｐ地点にもどってきました。Ａさんが向きを変えた角度は

全部で何度になるか調べてみよう。

図１ 図２ 図３

予想は何度？ ○

確かめる方法は？ ○

○

○

Ｐ→

Ｐ → Ｐ →
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基礎コース学習プリント６（第３時）

○確かめる方法（その１） ○確かめる方法（その２）

六角形、七角形、八角形の外角の和

を求めてみよう。 内角の和

六角形…１８０°× － ＝

－

七角形…１８０°× ＝

－

八角形…１８０°× ＝

外角の和を学習して分かったことは？

４…あてはまる、３…ややあてはまる、＜今日の授業を振り返って＞

２…ややあてはまらない、１…あてはまらない○授業は楽しかったですか？

今日の授業は４ ３ ２ １

どうだった？○授業の内容が分かりましたか？

４ ３ ２ １

○体験活動や操作活動は役に立ちましたか？

４ ３ ２ １
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基礎コース学習プリント７（第４時）

２年 組 氏名

☆前の時間で学習したことを確認しよう！

上 皿てんびんに品物Ａと品物Ｂ をのせました。すると、品物Ａ が下に傾き、

品物Ｂは上に傾きました。この問題を図に表してみよう。

自分と友達の図を見て、共通している 共通点は？

部分と違う部分を考えよう！

違う点は？

対 頂角 には 、ど んな関 係が

あるのか考えてみよう！

Ａ

Ｂ

ＡＢ
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基礎コース学習プリント８（第４時）

☆対頂角には、どんな関係があるのか？

予想は？ ○

確かめる方法は？ ○

○

○確かめる方法（その１） ○確かめる方法（その２）

問題１ ある１点を通る直線をたくさん 問題２ ∠ａ、∠ｂ、∠ｃ、∠ｄの角を

ひいてみよう。 求めなさい。

４…あてはまる、３…ややあてはまる、＜今日の授業を振り返って＞

２…ややあてはまらない、１…あてはまらない○授業は楽しかったですか？

今日の授業は４ ３ ２ １

どうだった？○授業の内容が分かりましたか？

４ ３ ２ １

○操作活動は役に立ちましたか？

４ ３ ２ １

ｄ
ａ

ｂ ｃ

45°

30°
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基礎コース学習プリント９（第５時）

２年 組 氏名

☆前の時間で学習したことを確認しよう！

２つの直線に１つの直線が交わったときにできる角を調べよう！

＜操作活動＞

（１）できた角は全部でいくつですか？

（２）１つの直線と１つの直線が交わっ

たときにできる角はいくつですか？

（３ ）同じ 位置に ある角 は、同 じ色で ぬり、 色

分けをしよう。

。※同じ位置にある角を という

1つの縦の直線に交わる横の直線を

たくさんひいてみよう！

２つの 直線に１ つの直線 が交わっ た時、２ つの直線 の間にで きる角に ついて調べ よう！

＜操作活動＞

（１）２つの直線の間にある角は

全部でいくつですか？

（ ２）① と③、 ②と ④の位 置にあ る角に 同じ

色を ぬろう 。

（ ３）① と③、 ②と ④の位 置にあ る角の こと

を という。

①

②③

④
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NO2基礎コース学習プリント10（第５時）

２つの直線に交わる直線を縦にたくさん

ひいてみよう！

２つの作 図から、直線が平行である 場合の同位角には、どんな性質 があるのか、

作図をして考えよう！

＜分かったこと＞

＜作図１＞

平行 な２本の直

線に 縦に交わる

よう な直線を１

く本ひ

＜作図２＞ ＜分かったこと＞

縦の１本の直線に

対して同位角が等

しくなるように横

に直線を２本ひく

４…あてはまる、３…ややあてはまる、＜今日の授業を振り返って＞

２…ややあてはまらない、１…あてはまらない○授業は楽しかったですか？

今日の授業は４ ３ ２ １

どうだった？○授業の内容が分かりましたか？

４ ３ ２ １

○操作活動は役に立ちましたか？

４ ３ ２ １
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基礎コース学習プリント11（第６時）

２年 組 氏名

☆前の時間で学習したことを確認しよう！

対頂角の性質と平行線と同位角の関係から 図１

図１の∠ａと∠ｂは何度になりますか。

∠ａ＝

∠ｂ＝

上の問題ができたら、次の問題にチャレンジしよう！

図２の∠ａ、∠ｂ、∠ｃは何度になりますか。

図２

がんばってやるぞ！

∠ａ＝

∠ｂ＝

∠ｃ＝

２つの平行な直線と錯角にはどんな性質があるのだろうか？

図１や図２で錯角の関係にある角に色をぬって考えてみよう。

気づいたこと ○

確かめるためには？ ○

○

○

ｎ

ｍ

６５°

ａ

ｂ

ℓ

５０°

ａ

ｂｍ

ｎ

ｃ

１３０°

ℓ
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基礎コース学習プリント12（第６時）

どうして、錯角が等しくなるのか説明してみよう！

図３

図３の錯角の関係は、∠ａと∠ である。

平行な２直線ℓ、ｍの は等しいので、

∠ ＝∠

また、 （向かい合っている角）は、等しいので、

∠ ＝ ∠

したがって、錯角の関係である∠ａと∠ は、等しいので、

∠ ＝ ∠

逆に、錯角が等しければ、２つの直線が平行になることも

同位角が等しくなることから説明してみよう！

図４

図４より、錯角が等しいので、∠ａ＝∠

∠ｂと∠ｃは だから、その性質から等しいので、

∠ｂ ∠ｃになる。 したがって、∠ａと∠ｂと∠ｃが

等しくなり、 ∠ ＝∠ したがって、

の位置関係にある角が等しくなるから、２つの直線

ℓとｍは平行である。 ℓ ｍ∥

４…あてはまる、３…ややあてはまる、＜今日の授業を振り返って＞

２…ややあてはまらない、１…あてはまらない○授業は楽しかったですか？

今日の授業は４ ３ ２ １

どうだった？○授業の内容が分かりましたか？

４ ３ ２ １

○操作活動は役に立ちましたか？

４ ３ ２ １

ｍ

ｎ

ａ

ｂ

ｃ

ℓ

ｍ

ｎ

ａ

ｂ

ｃ

ℓ
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基礎コース学習プリント13（第７時）

２年 組 氏名

☆前の時間で学習したことを確認しよう！

下 の図のように、２つの 平行な直線に交わる平行な直線 をたくさんひ

き、 平行四辺形をたくさん つくります。そして、平行四辺 形の対角線に

線を ひき、同じ形の三角形 をたくさんつくりました。この 図を使って三

角形の内角の和がなぜ180°になるのかを考えてみよう！

三角 形の３つの内角にそれぞれ違 う種類の色をつけて、その３つ の角と

大きさが等しい角に同じ色をどん どんつけていきましょう。

３種類の色の集まりから、どんなことに気づきますか？

気づいたこと ○

○

○
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基礎コース学習プリント14（第７時）

左の図の中にできている三角形の内角の和について考えよう。

※「 なぜ内角 の和が1 80°に なるのか ？」を対頂 角や同位角 、 錯角 の性質など を

使って説明してみよう。

＜考え方１＞ 平行な２直線の錯角は等しいので、

∠ｃ＝∠

平行な２直線の同 位角は等しいので、

∠ａ＝∠ したがって、一直線は180°なので、

∠ｂ ∠ｃ’ ∠ａ’＝180°

よって、∠ａ ∠ｂ ∠ｃ＝180°である。

※また、三角形の内角と外角の関係から、

＜考え方２＞

平行な２直線の錯角は等しいので、

∠ａ＝∠ 、 ∠ｂ＝∠

したがって、一直線は180°なので、

∠ａ’ ∠ｃ ∠ｂ’＝180°

よって、∠ａ ∠ｂ ∠ｃ＝180°

４…あてはまる、３…ややあてはまる、＜今日の授業を振り返って＞

２…ややあてはまらない、１…あてはまらない○授業は楽しかったですか？

今日の授業は４ ３ ２ １

どうだった？○授業の内容が分かりましたか？

４ ３ ２ １

○操作活動は役に立ちましたか？

４ ３ ２ １

ｂａ

ｃ

ｂａ

ｃ
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基礎コース学習プリント15（第８時）

２年 組 氏名

☆前の時間で学習したことを確認しよう！

今まで学習したことを使って、角の大きさを求める問題をやろう！

いろいろな方法を使って∠χの大きさを求めなさい。

＜解き方１＞

（ ）１

＜解き方２＞ ＜解き方３＞

ｍ

Ｐ

50°

60°

χ

ℓ

ｍ

Ｐ

50°

60°

χ

ℓ

ｍ

Ｐ

50°

60°

χ

ℓ

ｍ

Ｐ

50°

60°

χ

ℓ
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基礎コース学習プリント16（第８時）

２ ＜解き方１＞（ ）

＜解き方２＞ ＜解き方３＞

４…あてはまる、３…ややあてはまる、＜今日の授業を振り返って＞

２…ややあてはまらない、１…あてはまらない○授業は楽しかったですか？

今日の授業は４ ３ ２ １

どうだった？○授業の内容が分かりましたか？

４ ３ ２ １

○グループ学習は役に立ちましたか？

４ ３ ２ １

40°

20°

50 °

χ

40°

20°

50°

χ

40°

20°

50 °

χ

40°
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50°
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